
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔事務局〕 〒253-0044 茅ヶ崎市新栄町 13-29 茅ヶ崎商工会議所 3階 TEL：0467-83-6060  FAX：0467-83-9915 

メール：c3rc@io.ocn.ne.jp  〔例会場〕〒253-0073 茅ヶ崎市中島 1341 コルティーレ茅ヶ崎 TEL : 0467-87-0002 

 

 

＊＊＊茅ヶ崎ＲＣ会報は当クラブホームページ［http://www.chigasaki-rc.com］からもご覧頂けます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◇歌唱「我等の生業」 ◇会長挨拶 ◇幹事報告 ◇表彰 米山功労者 第１回 澤邑重夫君 

◇出席報告    ◇スマイル報告 ◇卓話 田中賢三君  「追悼記念週間に因んで」   

※例会に引き続き新会員歓迎会を開催しました 

 

RI 2780      茅ヶ崎ロータリークラブ週報  

                      
 

第 55代会長 澤邑 重夫 

第 55代幹事 古知屋光洋 

1960   8  10 

 

＝本日の例会行事＝ 

年

  

月 日創立 

地区 

２０１４～２０１５年度 

2015 年 1 月 29 日（木） 第２６５９回例会 天候：晴れ No. 28 新会員歓迎会 ［於：ラスカ］ 

◎ゲスト・ビジター紹介 

品田和也様（水嶋会員ゲスト・有限会社塗一 代表取締

役） 

◎表彰 ☆米山功労者 第１回  澤邑重夫君（感謝状 

授与） 

◎幹事報告 

◇国際ロータリーより  ２月度ロータリーレート １ドル＝１１

８円   

◇ガバナー事務所より  

＊ロータリーディに伴う奉仕活動のお願い  ※ロータリー

ディ・・・ロータリーの誕生した日 ２月２３日(月) 

＊国際ロータリー第２７８０地区ローターアクト第２６回地区

年次大会開催の通知  

・大会ターゲット『気づき』 ・２/１５(日)１３：００ ・メルキュ

ールホテル横須賀５Ｆパリ ・登録料：ﾛｰﾀﾘｱﾝ 8,000円                 

◇ＩＭ主管クラブ（茅ヶ崎中央ＲＣ）より  ＩＭパンフレット・

国立国際医療研究センター「生きる力をともに創る」 

  ・３/２８（土） ・アメリカ海軍航空施設（厚木飛行場）  

○合同例会・・・１４：００点鐘 ○ＩＭ・・・１５：１０点鐘 

◇台北市松年福祉会 玉蘭荘より 玉蘭荘だより １４５号  

◇タウンニュース 

◎スマイル報告 加瀬義明会員 

全員スマイル：33件 33,000円 

◎会報着 

台北西北・鎌倉中央 

mailto:c3rc@io.ocn.ne.jp


◎出席報告 半田朋子会員 

日時 回 現会員 計算会員 出席 ＭＵ済 欠席 暫定出席率 修正出席率 

１／２９ ２６５９ ４２ ３８ ３３ ０ ５ ８６．８４％  

１／１５ ２６５７ ４２ ３６＋４ ３１ ２＋２ ５ ８２．５０％ ８７．５％ 

 

 

 

 

 

卓話：「追悼記念週間に因んで」 田中賢三君 

 1月 17日の夜、ロータリー国際協議会の行われるサンディエゴに向けて出発しました。うち 

のクラブはご存じのように 2780地区にあります。こうした地区が日本には 34ありまして、会 

員数は 8万 8千人くらいです。世界では 537地区があり、会員数は 120万人ほどです。 

 そうした中、534名のガバナーエレクトが配偶者を連れて一同に会して、次年度のロータリー 

活動のための様々なレクチャーを受けて来ました。日本から 34名のガバナーエレクトが参加し 

て、アイデアの交換など丸々一週間を過ごしました。この研修を受ける前と受けた後では、ガバ 

ナーになることについての心構えが大きく変わりました。 

 次年度のテーマは“Be a Gift to the World”（世界へのプレゼントになろう）です。このテーマの意味としては、モ

ノやお金を寄附してプレゼントしようということではなく、自分自身の才能を幸せと思って、世の中の為に使おうと

いうことであります。 

 さて、ポール・ハリスの追悼卓話ということですので、「ロータリーへの道」という本をお配りし、お話したいと思

います。この本はポール・ハリスが書いたものをたくさんの方が翻訳されていますが、大長編ですので、抜粋した形

に編集してあります。また、重要な箇所は赤字にしてありますので、そこだけ読んで頂くだけでも、大事なところわ

かるようになっています。詳しくは公式訪問の時にお話したいと思いますが、私はこの本を読んでいると、ポール・

ハリスと対話しているような気持ちになります。先般、池上先生が「心あるロータリアンならこの本を読んでもらい

たい」と仰っておられたように、皆さんも是非ご一読下さい。 

 

関・木村両会員の歓迎会でしたが、皆がロータリ

ーについて語り、楽しい夜は更けていきました。 


